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各
地
区
ひ
の
き
し
ん

三
条
地
区

　

７
月　

15
日(

日) 

10
：
00 

〜 

11
：
30

　

８
月　

19
日(

日) 

10
：
00 

〜 

11
：
30

　
　

会
場　

う
ら
だ
て
の
里

　
　

内
容　

施
設
内
清
掃　

※
上
履
き
持
参

天
理
教
基
礎
講
座

新
　
潟
　
会
　
場

　
開
催
時
間 
13
：
30  

〜  

15
：
00 

受
講
費 

５
０
０
円

◆
７
月　

８
日
（
日
）

　
　

講
師　
　

福
岡　

昌
樹　

先
生

◆
８
月　

20
日
（
月
）

　
　

講
師　
　

奥
住
き
よ
み　

先
生

◆
９
月　

２
日
（
日
）　

　
　

講
師　
　

大
橋　

雅
彦　

先
生

学生生徒修養会 高校の部

期　間 ８月９日 ( 水 )　～ 15 日（火）

受講御供 10,000 円

申込み ７月 25 日まで（直属を通して）

《新潟大教会マイクロバス》　

・往路　８／８朝、新潟発

・復路　８／ 15 夜、新潟帰着

（乗車御供　12,000 円、片道　6,000 円）

 ※バス申し込み　村上清太郎（西新陽）まで

 　　　　　　　電話　070-1526-6967

④④

少
年
会
新
潟
教
区
団　

　
　

第
94
回
「
成
人
塾
」

　　

日　

時　

８
月
22
日
（
火
） 　

〜　

24
日
（
木
） 

　

会　

場 

新
潟
教
務
支
庁

　

内　

容 

国
語
・
英
語
・
数
学

 
 

ひ
の
き
し
ん
活
動
・
お
楽
し
み
行
事

 
 

わ
か
ぎ
練
成
会
な
ど　

　

受
講
お
供　
　

２
５
０
０
円

　

申
し
込
み　
　

支
部
少
年
会　

遠
藤
（
巻
）
ま
で

７
月　

７
日
（
土
）　 

10
：
00 

〜　

　

ハ
ー
ト
ク
リ
ー
ン
海
岸
清
掃
ひ
の
き
し
ん

　

 

寺
泊
中
央
海
水
浴
場

８
月
　
16
日
（
木
）　 
10
：
00 

〜

　

支
部
例
会

　

 

会
場 

新
加
茂
分
教
会

　

※
8
月
は
16
日
が
例
会
日
で
す
。

９
月　

７
日
（
金
）　 

10
：
00 

〜

　

支
部
例
会

　

 

会
場 

新
加
茂
分
教
会

９
月　

28
日
（
金
）

　

全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
強
調
デ
ー
①

　
　

場
所
・
時
間
・
内
容
未
定

９
月
　
29
日
（
土
）

　
全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
強
調
デ
ー
②

　
　
13
：
30
〜

　
　
寺
泊
ア
メ
横
周
辺

　
　
教
会
長
路
傍
講
演
日

９
月　

30
日
（
日
）

　

全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
強
調
デ
ー
③

　
　

場
所
・
時
間
・
内
容
未
定

少
年
会
新
潟
教
区
団　

　

少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
本
部
練
成
会

　

期　

間　

 

７
月
30
日
〜
８
月
５
日

参
加
費 

２
万
１
千
円

申
込
み 

支
部
少
年
会　

遠
藤
（
巻
）
ま
で

事
前
研
修
会
（
教
務
支
庁
）
７
／
15
（
日
）

心
に
寄
り
添
う

　

6
月
30
日
（
土
）、
新
潟
教
務
支
庁
に
於
い
て
、
ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル

「
い
じ
め
に
対
す
る
お
た
す
け　

〜
家
族
へ
の
支
援
〜
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
部
で
行
わ
れ
て
い
る
ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル
の
地
方
開
催

で
、
こ
の
度
は
常
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
て
、
お
た
す
け
の
現
場

で
も
切
実
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
「
い
じ
め
に
対
す
る
お
た
す
け
」。

　

本
部
よ
り
ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル
委
員
・
若
狭 

一
廣
先
生
、
天
理
教

校
学
園
高
校
・
忌
部
秀
彦
先
生
、
そ
し
て
新
潟
県
内
の
多
く
の
高
校
で

教
員
・
校
長
を
つ
と
め
ら
れ
た
佐
藤
文
男
先
生
か
ら
、
長
年
子
供
達
と

向
き
合
い
な
が
ら
体
験
さ
れ
、
対
処
さ
れ
て
き
た
い
じ
め
の
現
実
を
聞

か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

様
々
な
ケ
ー
ス
か
ら
考
え
る
子
供
た
ち
の
微
妙
な
心
の
揺
れ
・
動
き
。

加
害
児
童
・
生
徒
に
は
多
く
の
場
合
加
害
意
識
が
少
な
い
事
。
時
に
は

加
害
者
が
一
転
被
害
者
に
変
わ
っ
た
り
、
被
害
者
が
一
転
加
害
者
に
変

わ
っ
て
し
ま
う
事
も
あ
り
え
る
事
な
ど
、
様
々
な
お
話
し
を
聞
か
せ
て

頂
き
、
お
道
の
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
け
ば
良
い
か
考

え
さ
せ
て
頂
く
と
て
も
貴
重
な
機
会
で
し
た
。

　

お
た
す
け
を
さ
せ
て
頂
く
上
で
特
に
心
に
残
っ
た
お
話
が
、「
寄
り

添
う
」
と
い
う
事
。
た
と
え
ば
あ
る
一
人
の
子
が
い
じ
め
に
あ
っ
て
い

る
時
、
周
り
の
人
が
寄
り
添
う
事
が
い
か
に
大
事
な
事
か
。

　

た
と
え
ば
実
際
教
室
で
椅
子
に
座
っ
て
い
る
子
供
に
対
し
、
い
じ
め

加
害
者
が
い
じ
め
よ
う
と
迫
っ
て
き
た
時
に
、
何
か
言
っ
て
き
た
時
に
、

い
じ
め
に
あ
う
そ
の
子
供
の
隣
に
誰
か
が
寄
り
添
う
よ
う
に
座
っ
て
あ

げ
る
だ
け
で
い
い
。
一
人
よ
り
二
人
、
二
人
よ
り
三
人
、
寄
り
添
う
人

が
増
え
れ
ば
増
え
る
だ
け
い
じ
め
が
確
実
に
止
ま
る
。

　

い
ず
れ
の
お
た
す
け
に
も
通
じ
る
「
心
に
寄
り
添
う
」
と
い
う
事
。

今
回
の
講
習
会
で
、
あ
ら
た
め
て
と
て
も
大
切
な
事
を
実
感
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

越後七浦シーサイドライン



でのでの
閉
講
式

②③

婦
人
会
母
親
講
座

　

今
年
度
１
回
目
の
母
親
講
座
は
、

５
月
21
日
、
見
附
分
教
会
を
会
場
に
、

見
附
分
教
会
よ
う
ぼ
く
の
高
山
栄
子

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
足
躁
術
（
フ
ッ

ト
セ
ラ
ピ
ー
）
を
通
し
て
、
身
体
の

機
能
回
復
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
心

を
癒
し
、
結
果
的
に
は
お
た
す
け
に

活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
目
的
で
企

画
実
施
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
ま
ず
高
山
栄
子
さ
ん
に

よ
っ
て
、
レ
ジ
メ
に
添
っ
た
足
躁
術
の

説
明
と
実
技
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
の
方
々
が
２
人
な
い

し
３
人
組
と
な
っ
て
、
先
ほ
ど
教
え
て

も
ら
っ
た
よ
う
に
、
お
互
い
の
足
を

交
代
し
な
が
ら
施
術
し
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
お
互
い
に
対
話
を
し
な
が

ら
行
う
こ
と
に
よ
り
、
単
に
身
体
へ

の
影
響
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
精

神
的
に
も
確
か
に
安
定
と
癒
し
の
効

果
が
あ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
が
実
感
さ

れ
ま
し
た
。

　

昼
食
後
午
後
か
ら
は
、
３
班

に
分
か
れ
て
の
ね
り
あ
い
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
特
に

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
も
の
で
は

な
く
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
お
茶

を
い
た
だ
き
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
の
た
け
を
自
由
に

発
言
し
て
頂
き
、
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

中
越
支
部
母
親
講
座
担
当

　
　
　
　
　
　
　

   

三
沢
和
子

参
加
者  　

　

婦
人
会
18
名
、
子
供
3
名

長
沢
正
子
（
越
地
）、
南
場
佐
知
恵

（
湖
越
）、 

森
山
か
ず
え
（
一
栄
）、

三
星
伸
恵 

河
内
幸
子　

大
野
綾
子

（
新
加
茂
）、 

長
野
玲
子　

瀧
澤
美
代
子

坪
谷
裕
子
（
三
條
）、
三
沢
ク
ラ　

三
沢
和
子 

高
山
栄
子　

岡
田
一
枝

牧
野
ハ
ツ 

坂
井
ア
イ
、
徳
橋
康
子

関
根
香
津
美
、（
見
附
）

今
井
な
つ
、 
子
供
３
名
（
越
濃
美
）

婦
人
会
女
鳴
物
勉
強
会

　

6
月
18
日
（
月
）、
中
越
支
部
婦
人

会
・
女
鳴
物
勉
強
会
を
南
蒲
原
分
教

会
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
新
加
茂
分
教
会
三
星
伸
恵

奥
様
を
講
師
に
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

今
年
度
1
回
目
の
勉
強
会
は
、
そ
れ

ぞ
れ
勉
強
し
た
い
鳴
物
に
つ
き
、
調

中越支部　おつとめ総会
　

10
月 

７
日　

（
日
）

　　
会
場
　
西
越
分
教
会

９
時 

30
分  

受
付

10
時 

 
 

 

開
会

・
12
下
り
お
つ
と
め

・
記
念
講
演

 
 

中
臺
勘
治
先
生

 
 

報
徳
分
教
会
前
会
長
（
日
本
橋
）

　

 

（
陽
気
ぐ
ら
し
講
座
講
師
）

・
懇
親
会

・
バ
ザ
ー

14
時
30
分 

 

閉
会

※
詳
細
な
案
内
・
申
込
用
紙
を

8
月
例
会
で
配
布
。

※
参
加
者
名
簿
・
役
割
希
望
を

9
月
例
会
に
提
出
し
て
頂
き
、

9
月
20
日
頃
、
役
割
表
を
各
教

会
に
配
布
し
ま
す
。

弦
の
や
り
方
や
弾
き
方
の
基
本
な
ど

を
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
「
琴
の
調
弦
を
親
切
丁
寧
に
教
え
て

頂
き
、
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し

た
」。「
半
日
の
鳴
物
練
習
で
し
た
が
、

鳴
物
の
奥
深
さ
、
重
み
を
感
じ
、
と
て

も
有
意
義
な
勉
強
会
で
し
た
」
な
ど
、

参
加
者
の
方
か
ら
感
想
を
頂
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
機
に
鳴
物
に
触
れ
る
機
会

を
増
や
し
、
今
回
教
え
て
頂
い
た
事

を
実
践
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

 

中
越
支
部
女
鳴
物
勉
強
会
担
当　

                                           

小
林
貞
子

参
加
者  　

婦
人
会
７
名　

長
野
玲
子
（
三
條
）、
三
沢
和
子

（
見
附
）、
小
川
吉
美
（
南
蒲
原
）、

南
場
佐
知
恵
（
湖
越
）、
三
星
伸
恵

（
新
加
茂
）、
小
林
貞
子
（
越
原
）、

今
井
な
つ
（
越
濃
美
）

　7 月 1 日 ( 日 )、新潟教務支庁において新潟教区

女子青年大会が開催されました。

　午前は、式典、6 ～ 7 人の班になっての「いっ

ぱい話そう！女子トーク♬」、そしておつとめ。

　昼食は婦人会お手製の料理の中から、好きなも

のを取っていただくバイキング！

　午後からは趣向の凝らしたビンゴゲームで楽し

みました。

〈中越支部参加者　３名〉

　高橋真奈美（越葵山）、小熊優佳、（越濃美）、

　三星千恵（新加茂）。　他　婦人会　４名

新潟教区女子青年大会


